
町iit和歌山路田遺湾沖強震地域踏査報告

中央気象墓大阪支塞 三宅恒夫・ ~II 本武夫

序説 との地震は昭和 13年 1月 12 日O時 12分に起り，近畿地方一帯を

可成激しく揺ったちのであるO 同地方としてはとの程度の地震は稀なる強さに

属すと体賓際は最激動地に於ても震度は強震を出で守、F 従って被害と云ふ程

のも Fのは友かった。筆者等は地震後直ちに災害科皐研究所より和歌山懸下の

日ノ;御崎及び三尾村p 御坊町y 印南町、南部町y 回遊町，白演・湯崎雨温泉地

方に出張踏査し，後述の如き報告を得た。要するに小規模の壁崩れ"壁及び道

路の亀裂，煉瓦塀の倒壊等を所々に見かける程度にてp 例へば墓石の轄倒を見

ても P 千均金量豊の 4%位碍倒するに止る。揺れ方の激しさは御坊主り海岸沿仏

に南下するに従って柏、 h増してゐるととが認められる。

との地震の人鰭感覚分布ぐ気象要覧参照)は相官に康範園にて，之より観札

ば去る昭和 11年.2月 21日の河内大和の強震に勝る規模の地震であるが，共

れに拘ら争被害のおく僅少で・あったものは震夫の位置が上述の如く海底にあっ

た震であり，叉一方嘗地方の地盤が概じて堅固であり，弱い所も甚しい軟弱地

盤と云ふべき所が存じ主主かなった故である O 共他p 此庭に調査結果を要約記載

すれば，

i)断層y 陥淡?隆起等本質的地受は認められ-危かった。

ii)津浪のあった形跡は友い。

iii)地鳴は多数人の間て所であるが，問えて来た方向は海の方からである。

iv)墓石F 物鐙の轄倒及び廻轄は規則正しい分布をたして居れ登震機構と

J関聯するもの L如くである。

v)飴震は非常に少い。

vi)白演，湯崎各温泉に一時的愛化が起ったが，間もなく蓄に復し， 本質的

の愛化とは認められ危い。

vii)登光現象を目撃したものは甚だ多いが，共方向は悉く送電線のある方向

のみ比限られ，果して地震に附随した所謂護光現象と断定し得るものはない。
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踏査報告 踏査の結果を踏査"民に三たに述べる。上記の如く今向の地震は格別

報告すべき被害も地愛もたかったのでp 筒草た報告に止めること Lする。

御坊町 和歌山より御坊迄は格別異朕を認めす=。御坊町日高中皐校内庭の石

策 1園 日高中皐校内庭の石燈籍の

顛倒見取園 (数字の草位 cm)
燈箆が園の如く三方に落下

した(口総参照〉。但し笠以

外の 2佃は落下してより轄

位せる疑あり。下の塞には
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第 1 表 1個が猫足附きのものである O寸法は皆 crnを阜位と仏て，

FZl廻轄角

W830N + 70 

石柱高さ 52，底 21.5x 20.5;上蓋高さ 20，底 34，8x

30.8;下蓋高さ 19，底 45X45である。

印南町 瓦が少し落ちた所あり。井水は殆ぎ全部濁り，

道路及び壁に所々亀裂あり。地震前魚、が餌につか友かった

と云ふ者が多い。同町東光寺にては墓石に異放はたかった

+; 時計廻り がp 印定寺にては倒れた墓石 40個中 1........2個 の 割 合 方

E 7 N + 3 

、~6 S - 2 

W7  S - 5 

羽T6 S - 6 

，瓦時計廻り 向は丸V→E が 6佃， E→¥V 14， N →8 2，8 →N' 2ゼ

ある。中型の墓石に S→Nへ 1.7cm位のす=れが見出される。廻韓ば飴り見出

され左かったがF 時計廻りに 30
のものあり 0 ・

南部町失火のため 4椋杢焼p 損害約 5000園。所々壁の亀裂あり 3 屋根瓦

の被害も幾分他町村より多しo :;;月二水は濁り，鋭気を帯びた様に友る。首都騨西

方約3町の墓地でLは墓石の倒れた害IJ合 50佃に 3個，方向は 8¥V1，N2の割

合。中型猫足附の墓は 8¥V，普通の憂は SE I'C但jる。廻蒋は時計廻りと測定

さる。

田逗町眼前に高屋線が落下しスパークの~一時集結せりと云ふ者あり。市

瀬村に宇潰家屋あり，損害 100国程度。長野村にては茨小屋の天井落ちF 山林

三段歩焼失。生馬村及び鮎川村の道路に土砂崩壊あり。

第 2 表 同町海岸紳子演の法輪

墓向石のき I廻轄角 Iず れ I 記 事 寺に於ける墓石の轄倒

は50個中 F-2佃の割

合も墓石6個に就き廻

韓角或はやれを測定せ

る結果は第 2表の如く

である。但し寸法は何

‘れも crnを車位として

Cm 

一
Nへ2.0

童数 3，猫足附Wへ2.3
W150N 十 6口 同上，但L石質粗

VV13 N -.:，.. '6 一 向上，但し石質密(川中石〉

E75 N -:-12 向上，猫足共に廻韓
Nへ1.7

蓋敷 2，猫足なしE~\0.5 

E13 S， - 7 向上

廻轄角の符競は第 1表に同じ

石柱 高さ 60， 底 24x24 

蓋(1) グ 21， 1/ 38x38 

蓋 (2) 1/ 22， グ 50x50・
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ある。'

白漬湯崎温泉地 山手に在る温泉井〈深さ 1100尺うは昭和 10年の牽漕の

地震の時より湧出力弱まり昨年 3，4月頃より air-compresserをかけても湧

出せすち以後銭管に湿味を感じなくなってゐたが3 地震後急:VCl温味を感じ，蒸

気も見られる様にたった。水晶温泉(湧出量 200-400石/時F 温度 70
0
C，深

さ 780尺〉及び垣谷温泉(湧出量 100-150石/時?温度 5fjOC，深さ 1000尺)

は地震後一時止った。走り湯近くの海岸にある蒸気口は地震後可成り噴出力を

増した。

嘗時出泊、中，舟が念に抑止げられた様友感じを受けた人あり b

瀬戸臨海寅験所では賓験室(東西氏長い棟〉のみ屋根瓦に可戒の被害が見ら

れ(口給参照)~ ドラフト〔口給参照〉は南方に僅か傾き，建物との聞に亀裂を生

じた0此棟は構造上他の棟と差じて異る所はないが，只土蓋工事のセヌーシトが

特に深く入れてある由である。此附近は砂地ではあるがp 井水より推定し岩磐

が地下 20尺位の所に在り地盤は可成り良好と思はれる。槙本瓶等は可成り被

害があるがF 液の十分に入ってゐるものは割合に無事であった。水洗場のセメ

ント憂上の標本瓶中， E-vVに長い塞上の瓶は落ち友かったが; N-S (tC長い

蓋の上のは落ちた。

同所の般員によれば， 10 日頃より引潮が平常によじし特に大きい様に思はれ

たがp 土潮はさしたることなし 11日夜の引潮は 2尺位多く引いた様に思は

れ叉井水は 2"，，3目前より 3"""'4寸増した様に思ふが，地震後奮に復したとの

ととである。共他数軒で同様のととを聞いた。井水は嘗時濁った由で・ある。叉

'11日陸近〈で比烏賊が餌につか友かったといふ。

同温泉本莞寺境内の墓石(口給参照〉は約宇敷倒れた様であるがF とれは将棋

倒じに怠ったためらじい。墓石 3個に就き測定せるに3 石柱の高さ 44cm，底

21cm K15ctn，塞の高さ 15cm，底 33emx33cmのもの 2基の中 1基は最初の

向き W340Sでj 反時計廻りに 210
だけ廻轄し，他の 1個は Sへ2cm，Eへ

2cm歩れて居る。叉石柱の高さ 42cm，底 20cmX 1'， cm，塞(1)の高さ句 12cm，

底 27cmx29cm，墓(2)の高さ 6cm，底 40'cmX 40cm，司最初の向き :W370Sの1

基は時計廻りに 840 づれて居た。
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白演と臨海賓験所とを結ぶ道路には可成り岩石の落下が見られる。

自の御崎三尾村差したる被害たく瓦の落ちて居る家も友い。同村法菩寺に

於ける墓石の持倒は特に不安定友るものに限られ，.200個中 3個の割合であ

第 3 表

石柱
墓向石のき 廻角轄

石 墓
ずれ

高さ|底 教 l猫足|高さ| 底
記ー 事

CJn Clll C11"l Clli 3CH 9 I GI11 

官一隅W卓の猫隅司足方の磁猫向損足W破2損l
O

N. SE 一 65 27x27 2 あり 29 xS9 

一 グ 11 グ グ 1/ 11 

22 34'x'S4，t 

E630N 十 5 61124 x24 3 グ 1914.5x45 猫足共廻轄
191 62 x 62 

E61 N 十 5 1/ グ 1/ グ // 1/ 一

E63 N - 4 グ グ /1 なし 1/ 1/ 一
47 72x72 

E61 N + 6 111 41x41 3 /1 47 9ox96 
]81123 x 123 

191 33x 33 
E63 N - 8 一 54121 x 21 3 /1 25 47x47 

2/ 5 75x75 
上のものより損型梢大型， S 一 -~ 4 あり。rn の猫足2本と折同

一 -1 SSEへ2.5 一一 一 3 なし 上のものと

一 -:-INN へ2.0 4 1/ 一 上のものより稿大型

廻轄角の符披+;時計廻り，ー;反時計廻り

るO 第 3表に同所に於ける墓石 10個の測定結果を掲げる。

自の御崎和田村被害は見るべきもの友く， 1， 2椋瓦が落ちた程度コ新築中

の建物で東西の壁のみに少しく亀裂を生じたものがあった。夜光を見た者な

し。

由夏町地鳴y 登光現象共に観察せる者なし。

以上各地に於ける墓石の異欣，地鳴及び登光現象の調査結果を纏めて弐表に

示す。墓石は努めて同一型のものを採り?地面との摩擦ありと考へられる場合

の結果のみを示す。地!烏は音色，聞えた方向y 有無等を掲げ護光現象は見えた

方向p 色7 形扶等を記す。地鳴及び登光現象は諒取者或は目撃者の報告を共鐙

記載する。向登光現象は数同明滅したとの報告が多かったよ

向，上記各地に於て 11日夕刻より気象に幾分異愛があった如く云はれてゐ

るが3 之は主として蛍時黄海から日本海を通り北海道の方へ延びてゐた不連演

(285.} 



第 4 表

，墓石の異欣

場所
轄率倒Iず方れ向の I主方廻轄向

地鳴 護 7e 現 象

御坊 924 S1V 時計 大き砲昔。eJ如 E，寅味を帯びた赤，長さ 1m，幅 10cm位口
廻り

印南 4 ¥V 1/ コ'ー。

EEW花N様.N火L3，岸L革(の地、護昧よ様震N光をり。直O約を帯後N見び1.Ekたた，皿白者稲青黄多の光瓦色海型しは，〉上，赤。稲Nに色光Nて，割E観。虹察B様〉→。。NNNKN，飛E採ぶ，，，海N援大N 南部 6 SW  グ ゴr_0 

因遺 41 NE 1/ ぐアワ〉

zfr -NE グ S"¥:V I NN¥V-NW，稲光型 Q S¥VQ 同法町方向。

15NNW反時計

I;~~~V
， 日ノ榔崎

1廿方同a，
向. 2-3時，赤昧を帯びた青，電光様u三尾 -又は SSE廻り ゴー D 回遠町 白赤。

事長に因るものである。

格に臨みF 本調査に営り地震直後にて多忙なるに拘らや，多大友る便宜を奥

へられた同地方の各位に釣し厚く感謝の意を表しF 併せて種々の御指示を奥へ

られた和達先生及び局員j統計等に助力された桑野真弓，宮下務，中川三郎の

三氏に深謝する次第である。

〈昭和 l3年 1月 26 日F 於災害科撃研究所第 1部)
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